


































































































































































































































































































































































































順 カテゴリー コード 順 カテゴリー コード 順 カテゴリー コード
１ 高血糖のおじいちゃん 72 １ 患者の様子 96 １ 後悔・できなかった 21
２ 実母 71 ２ 昔と今の自分 82 ２ おじいちゃん 18
３ 昔と今の自分 48 ３ 患者に対して行ったこと 69 ３ 死 17
４ 卵巣がんの友だち 31 ４ 患者に対して思ったこと 48 ４ がん 10
５ 出産経験後の産婦人科勤務 30 ５ 周りの医療スタッフ 33 ５ おかあさん 9
６ 胃がんの若い男性 27 ６ 患者の家族 19 ６ 感謝・よかった 8
７ 最初の産婦人科勤務 24 ７ 一般的な説明 14 ７ 泣いた 8
８ 先輩からの助言 19 ８ その他 23 ８ 昔 8
９ 産婦人科主任時代 17 合計 384 ９ してあげる 7
10 実家の父 15 10 言える 6
11 義父 2 11 家族 4
12 ペットの死・その他 28 12 婦長さん 3
合計 384 合計 119
＊【表２】から【表４】筆者作表
Ⅲ　熟年看護師による死の語りの研究からの考察
　看護師の成長・成熟について、斎藤ら（2013）は「心的外傷後成長」（posttraumatic growth: 
PTG）の概念を取り上げている。その測定で用いられる尺度は次の⑤要素である。「①人生に
対する感謝、②他者との関係（思いやりの心）、③人間としての強さ、④新たな可能性（新し
い道）、⑤精神的変容」（40）である。この観点を援用しながら、Ⅱの熟年看護師の死の語りを分
析する。
　Ａさんの死の語りにおいて、①の感謝については、【表３】の繰り返しの言葉として表出さ
れている。②については、【表２】の語りの内容が、「患者の様子」「患者に対して行ったこと」
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「患者に対して思ったこと」「患者の家族」に対して等、患者に対する「思いやりの心」を表す
コードの多さから見ることができる。また、「患者に対して思ったこと」より「患者に対して行っ
たこと」が多く、考えを行動に移せることが「人間としての強さ」の表れ、看護師としての成
熟としてみることができる。
　また、Ａさんの死の語りは、「もし最後、私、死に立ちあったら、最後、必然的に死を受け
止めることができてくるのかなって、50代位でそれを学びましたね」と経験に基づく確信と
して、看護師としての新たな可能性（新しい可能性）として、「死を受けとめることはできて
くる」という言葉で結ばれていたこともここに示しておきたい。
おわりに
　事例研究は「たったひとりを対象として、研究は成り立つ」（41）。とはいえ、たったひとりの
語りを対象とした本稿を「事例研究である」とすることには、「探索的には可能だが、一般化
は無理」（42）とするダニエル・ベルトーへの「返答」にどう応えられるのか。これを探らなけれ
ばならないことが本研究の限界であり課題であるだろう。
　本稿では、会話分析の次の言葉に留意しながら、Ａさんの死の語りにおける「繰り返し」の
言葉をみてきた。それは、「会話の参加者には話しの意味がわかるはずであるということと、
話言葉のデータの何か特徴が何度も出てきたら、それがどんなにわかりにくいものでも何かの
目的で使われているということである」（43）。「繰り返しが多い repetitive」というのは多くの自
然なトークの特徴を表すもの」（44）である。
　「繰り返しは、次のひとまとまりを考えるための『時間稼ぎ』（buying time）の１つの方法」
でもある。もちろん、「話の基本的なポイントを繰り返すこと」が、その話者の語りの何かし
らを「強調している」ことは理解できる。ただし、そこで強調されるものが、「話者の思いの
強さだ」と推定することはできるが、断定することはできない。また、かたりは、「語り」で
ある以上、何かしらの話者の「騙り」でもある。それは、「かたる」にあたっては聞き手が理
解できるような起承転結の組み立て、あるいは言葉や文字を追う聞き手にはわからない意図や
筋立てがある。それは、言語やことばへの偏重に対してわたしたち自身が自戒することが必要
だということである。
　言語やことばに対してわたしたち自身が偏重することについては、次の上野による「畏れ」
に留意しておかねばならない。
　　おもえば言語だけが「表現」ではない、というあたり前の事実を、わたしたちは忘れがち
ではないだろうか。（中略）言語が表現手段のうちでもっとも支配的な地位を占めるために、
言語をツールとする者の社会的な優位もまた保証されてきたが、だからといって「言語化さ
れない」表現に対する「畏れ」を失っていいわけではない。おそらく社会学者の仕事は、言
語になろうとしてなりがたい人間の経験を、その速度に追いつけないことを自覚しながら、
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だが力量の限界まで、逐
お
いかけていくことではないか（45）。
　記憶が語られるとき、そこにはまずその出来事があったということをそのままに受けとめる。
「それは、語り手と聞き手の思考には共通の足場はなく、記憶の吐露と聴取の交換において、
語り手の語りが聞き手の理解の到底及ばないはるか彼方にあり、語り手と聞き手の埋まらない
溝を思い知らされたあとの沈黙の交換を謙虚に受けとめる」（46）ということである。それが上野
のいう「畏れ」である気がする。
　「気がする」としか言えないのは、一人ひとりのかたりに真摯に耳を傾けたいからである。
年代や性別、はたらく状況が異なる看護師が死を語るならば、それにはいかなるかたりがある
のか。さらにかたりを聴いていきたい。
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